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やりがい×主体性

農家支援モデルのご提案

上 峰 町 産 業 課 針 長 史 典

上峰町
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道の駅かみみね オープン！

令和７年４月のオープンから

来客者数１００万人突破！

定住促進住宅が完成し、これから運動施設や文教施設

などが整備されます

交流人口が急増
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農業を取り巻く環境と課題

担い手不足と高齢化

耕作放棄地の増加

食料自給率の低さ

気候変動や災害による品質・収量低下

資材費など生産コストの高騰

所得の不安定さ

農家のモチベーション低下
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【農業版】上峰町ＳＷＯＴ分析

＋強み（Strengths）

・新規就農者への手厚い補助
・高品質な農畜産物
・利便性の高い立地

－弱み（Weaknesses）

・販路開拓と発信力不足
・農家の担い手不足と高齢化
・ブランドイメージが未確立

内部環境 外部環境

受入態勢〇
農業に関心がある若者へのアプローチ△

＋機会（Opportunities）

・若年層の農業への関心の高まり
・中心市街地の再開発
・知名度のあるふるさと納税

－脅威（Threats）

・資材や飼料価格の高騰
・気候変動による災害リスク
・周辺自治体との人口受入競争
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これからの上峰町の農家に求められるモノ

マッセリア・ディダッティカについて熱弁 アグリツーリズモへの前途洋洋な未来を語る

圧倒的な主体性

メインテキスト 上峰町

農家の取組姿勢 主体的・能動的 受動的

農業の考え方 商売 責任感・先祖の土地を守る

プロモーション能力 高い 低い

補助事業への依存度 当てにしない 何をするにも補助事業ありき

自治体の支援体制 主体的な農家へ支援 要望ごとに検討

イタリア

イタリアと上峰町でこんなにも違いが…
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イタリアと上峰町の決定的な違い

農業＝ビジネス
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没入型農業体験

上峰町を感じる

メインテキスト 従来型農業体験

費用負担 完全無料 自己負担

受入の間口の広さ 農業に関心があるならだれでも ものによっては狭小

体験回数 ３回／年 単発

日程 １泊２日～ 日帰り

体験先での
生活イメージ

かなりしやすい しにくい

没入型農業体験

魅力あふれる没入型農業体験

13

14



2026/2/5

8

没入型農業体験を実現するには その１

上峰町

ふるさと納税ポータルサイト

閲覧

寄付者

業務委託

事業掲載寄付

基金積立

基金

返礼品

ガバメントクラウド
ファンディング

農業体験
費用を捻出

没入型農業体験を実現するには その２

上峰町 農家 体験参加者

体験コースを作成（Plan）

農業体験受入農家には報酬（Do）

コース選択・参加

フィードバック（Check） 体験コースの再構築（Action）

ＳＮＳ投稿

アンケート回答

農家の「やりがい×主体性」を創出

農業体験のＰＲ

農家へ助言・相談
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メインテキスト

予算 １，２００千円

対象 関東在住の２０代～３０代の男女

受け入れ数 ２人×２組

体験回数 ３回／年

日程 ２泊３日

想定規模（初年度）

没入型農業体験を実現するには その３
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担い手不足解消

農家販路拡大

新規就農

移住・定住

ふるさと納税先へ農業の維持・発展 没入型農業体験

農家ＰＲ力向上

未来へ繋ぐ没入型農業体験

集落の活性化

地域コミュニティの維持スマート農業の推進

稼ぐ農家が誕生

農業の魅力向上

経営規模拡大
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